
第７章 総合評価 

 

 計画段階配慮事項として、大気質、景観の２要素を選定し予測・評価した結果、２要素ともに各計画

施設案における予測結果の比較について明確な傾向はみられなかった。また、重大な環境影響は生じな

いものと評価する。 

総合評価は表7-1に示すとおりである。 

 

表7-1(1/2) 総合評価（大気質） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表7-1(2/2) 総合評価（景観） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース１
北西部敷地

煙突南側配置案

ケース２
東部敷地

煙突北側配置案

ケース３
東部敷地

煙突南側配置案

最大 最大 最大

6.0 7.3 9.8

項目

各計画施設案（煙突）
を望む仰角（°）

眺望点及び景観資源の改変 眺望点、景観資源を直接改変することはない。

眺望景観
の変化

対象事業実施想定区域が視認可能である地点のうち、仰角６°以上となる
No.3 新浜橋、No.7 住宅密集地（久留米市小森野３丁目）では構図を乱すな
どの影響も考えられたが、新浜橋を通行する車両の場合、計画施設の位置は
進行方向と異なり、住宅密集地（久留米市小森野３丁目）北端部の住居２階
などにおいても、建屋の色彩配慮等により重大な環境影響は生じないものと
評価する。
各計画施設案における予測結果の比較について明確な傾向はみられなかった
が、ケース３では他の２ケースに比べ仰角が大きくなる場合がみられた。

二酸化硫黄(ppm) 0.00348 0.00342 0.00339 0.037 0.0405 0.1

浮遊粒子状物質(mg/m3) 0.00070 0.00068 0.00068 0.197 0.1977 0.20

窒素酸化物(ppm) 0.00696 0.00684 0.00678 0.051 0.0580 0.1   3)

塩化水素(ppm) 0.00348 0.00342 0.00339 －　　4) － －

ダイオキシン類(pg-TEQ/m
3
) 0.00696 0.00684 0.00678 0.036　5) 6) 0.6   5)

注：1) 各測定局における測定結果のうち、最大値を示した。

    2) 不安定時（Ｂ）での煙突からの寄与濃度のうち最大値を現況濃度に付加した。

    3) 「二酸化窒素に係る環境基準の改定について」(昭和58年7月17日環大企第262号)に示されている1時間暴露値

     　(0.1～0.2ppm)より0.1ppmとした。

    4) 塩化水素について、現況測定データが存在しないため、予測濃度、環境基準等ともに「－」とした。

    5) ダイオキシン類の現況濃度、環境基準は年平均値である。

　　6) ダイオキシン類の寄与濃度は１時間値であるため予測濃度は「－」とした。

不安定
時（Ｂ）

予測濃度を環境基準等と比較すると、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、窒素酸化物について予測濃度は環境
基準等を下回っている（予測濃度を求めることのできない塩化水素、ダイオキシン類については、環境基
準等との比較は行わない）。
各計画施設案からの寄与濃度（最大値）は、大気安定度不安定時(Ｂ）において現況濃度をわずかに増加
させるレベルにあるが、大気安定度中立時（Ｄ）、安定時（Ｆ）においては、現況濃度をほとんど変化さ
せないものであった。類似事例等より、大気安定度の出現率は中立時（Ｄ）～安定時（Ｇ）は概ね70％で
あったことを踏まえると、いずれの複数案においても重大な影響は生じないものと評価する。

環境保全の基準等との
整合性

各計画施設案における予測結果に大きな差はみられなかった。
予測に用いた煙源条件は類似施設を参考にして設定したが、計画施設においてもこれと同等の条件となる
ものと考えられ、いずれの案においても重大な影響は生じないものと評価する。

複数案における重大な
環境影響の比較

環境基準等
ケース１

北西部敷地
煙突南側配置案

ケース２
東部敷地

煙突北側配置案

ケース３
東部敷地

煙突南側配置案
1時間値の
最高値

1時間値 1時間値

予測項目
大気

安定度

煙突からの寄与濃度（最大値）
現況濃度 1) 予測濃度 2)
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